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本研修で「研究データの管理と公開」
を学ぶ意義

今後、各機関の機関リポジトリに研究データ公開

の役割が期待されている。

（例：内閣府「統合イノベーション戦略2020」）

担当者には研究データに関する知識が必要
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【本日の内容】

1. 「研究」とは

2. 「研究データ」とは

3. 研究データの管理と公開

4. なぜ今「研究データ」なのか？

5. 何から始めればよいのか？



1.1. 「研究」って何？（イメージ）

画像フリーサイトで「研究」を検索
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1.2. 「研究（学術研究）」とは何か？
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研究とは、「物事を詳しく調べたり、深く考えたりして、事実
や真理などを明らかにすること。また、その内容。」

（デジタル大辞泉）

※学術研究においては、「新規性」や「独創性」を

示すことが必要

学術研究とは、「研究者の知的探究心や自由な発想

に基づき自主的・自律的に展開される知的創造活動」
（文科省科学技術・学術審議会学術分科会資料）



1.3. 「研究」の過程
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研究テーマの検討

先行研究調査、

予備調査・実験、

周囲の意見を聞く

研究テーマの決定

研究計画、

仮説構築

内容・手法・スケ
ジュールの検討

実験、調査等

考察
研究成果の公表
（論文・学会発表

等）

新規性・独創性の確認



1.4. 大学における「研究」の位置づけ
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教育

大学

研究

社会貢献

大学

教育

社会
貢献

研究

高い教養と専門的
能力を培う

深く真理を探究して
新たな知見を創造

する
成果を広く社会
に提供することに
より、社会の発展

に寄与する

※教育・研究・社会貢献のバランス（重点の置き

方）は、大学それぞれ



2.1. 「研究データ」とは何か？

8

※機関のポリシー・規程によ
り定義は異なる

・紙媒体のものも含めるの？
・公的資金の入った研究に
限定するの？
・共同研究により生み出され
た研究データは？

JPCOAR教材「研究データ管理
サービスの設計と実践」より



2.2. 「研究データ」は多様（1）
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JPCOAR教材「研究データ管理
サービスの設計と実践」より



2.3. 「研究データ」の多様（2）
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天体、気象、地震、火山、海洋
など

化学実験、物理実験、動物実
験、工学実験 など

構造解析、電磁界解析、流
体力学、分子動力学、計算
化学、核反応、気象予報、大
気・海洋、天文学、交通流解
析、最適化問題 など

JPCOAR教材「研究データ管理
サービスの設計と実践」より



2.4. 「研究データ」のライフサイクル
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廃棄されるデータもある

JPCOAR教材「研究データ管理
サービスの設計と実践」より



2.5.1. 「研究データ」と著作権
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JPCOAR教材「研究データ管理
サービスの設計と実践」より



2.5.2. 「研究データ」のライセンス

13

JPCOAR教材「研究データ管理
サービスの設計と実践」より



3.1. 「研究データ」の管理と公開
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JPCOAR教材「研究データ管理
サービスの設計と実践」より

研究データ
の管理

研究データ
の公開



3.2.1. 「研究データ管理（RDM）」とは？
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研究データ
管理計画
（DMP）

JPCOAR教材「研究データ管理
サービスの設計と実践」より



3.2.2. 「研究データ」は誰が管理するのか？
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研究データはこれまで、研究者により管理されてきた。
それはこれからも変わらない。研究者は、自身の研究
活動において取り扱う研究データを自身の研究活動に
最も適した方法で管理する。

学術機関が研究インフラとなるデジタルプラットフォー
ムを用意し、その上で研究データ管理の仕組みを運用
することが求められている。

「学術情報機関における研究データ管理に関する提言」（大学ICT推進

協議会：AXIES）からの引用



3.3.1. 「研究データの公開」とは？
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非公開・
非共有

限定共
有

制限公
開

公開

※資金助成団体、出版社、所属機関が義務付けている場合などを除

き、公開するかどうかは研究者の判断



3.3.2. 研究データを公開する意義
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JPCOAR教材「研究データ管理
サービスの設計と実践」より



3.3.3. FAIR原則
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JPCOAR教材「研究データ管理
サービスの設計と実践」より

データ共有のあるべき姿

具体的には
• DOI等の一意で

永続的な識別
子の付与

• メタデータの付
与

• 利用ライセンスと
共に公開 など



3.3.4. 研究データを非公開とすべき場合
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JPCOAR教材「研究データ管理
サービスの設計と実践」より



3.4. 機関はどんな支援ができるの？
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JPCOAR教材「研究データ管理
サービスの設計と実践」より



3.5. 「NII研究データ基盤」の概要
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国立情報学研究所（NII）オ
ープンサイエンス基盤研究

センターのサイトより



4.1.1. なぜ今「研究データ」なのか？（1）
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1）研究の推進

・標準的なデジタルプラットフォームの提供

→研究者の負担軽減、研究の生産性向上

・研究者間の連携や組織的な共同活動が容易

・研究データの公開・利活用（オープンデータ）により
新たな研究が生まれる

デジタルの
研究データの

増加

公開・共有の
環境整備

（インターネット、
クラウド等）

オープンサイ
エンスの流れ



4.1.2. 「オープンサイエンス」とは？
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「デジタルテクノロジーを用いた相互協力および知識の伝搬に
基づく、科学研究への新しいアプローチ」（欧州委員会）

まだ、明確な定義は定まっていない。

ICT技術によりオープンな方向に科学を変容させる諸活動で、
以下のような活動が含まれる。

・オープンアクセス

・オープンデータ（研究データや政府データの公開）

・オープンピアレビュー（査読プロセスのオープン化）

・シチズンサイエンス（研究への市民参加） など



4.2. なぜ今「研究データ」なのか？（2）
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2）研究公正

・研究活動の不正行為を予防したり、検証するため
に、一定期間の保存が必要

研究活動の不正行為発生
（捏造、改ざん、盗用等）

規程等の整備
（研究データ原
則10年保存ル

ール等）

研究倫理の
研修・講習会・

教育

研究データ管
理がしやすい
環境の整備



4.3. なぜ今「研究データ」なのか？（補足）
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ａ．機関内学術成果の発信と社会連携による「開かれた学術」の実現

ｂ．研究広報と外部連携促進による学術機関の認知度向上

ｃ．機関内研究者向け研究インフラの整備による学術機関の研究力強化

ｄ．研究データ公開による研究助成機関や国際学術雑誌からの要請への対応

ｅ．学術研究成果の根拠データの保存・管理による研究データ10年保存ルール
への対応

ｆ．研究証跡の保存・管理による研究者の保護と機関のコンプライアンス強化

ｇ．研究データの長期保全と利用提供による学術の継承

ｈ．研究データの教育利用による学生のデータスキルの向上

「学術情報機関における研究データ管理に関する提言」（大学ICT推進

協議会：AXIES）からの引用



5.1. 何から始めればよいのか？（1）
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1）「研究データ」についてもっと勉強する。

• JPCOAR教材「研究データ管理サービスの設計と実践」

http://id.nii.ac.jp/1458/00000107/

• 「学術情報機関における研究データ管理に関する提言」

（大学ICT推進協議会：AXIES）

https://axies.jp/report/publications/proposal/

• 最新情報は、「カレントアウェアネス」や「STI Updates」で

情報収集

http://id.nii.ac.jp/1458/00000107/
https://axies.jp/report/publications/proposal/


5.2. 何から始めればよいのか？（2）
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2）研究者に「研究データ」のことを聞いてみる。

• アンケート調査

（参考）「大学における研究データ管理に関するアンケート (雛

形) 」（大学ICT推進協議会：AXIES） https://rdm.axies.jp/sig/24/

• インタビュー調査

（参考）「研究データに関する研究者の実態とニーズの把握のため

の調査の手引き」（国立大学図書館協会オープンアクセス委員会）

https://www.janul.jp/ja/news/20200615

※研究者から研究データ公開の相談を引き出せるかも

https://rdm.axies.jp/sig/24/
https://www.janul.jp/ja/news/20200615


JPCOAR研究データ作業部会の活動紹介
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1）データベースレスキュー

• 研究者が作成し、維持が困難になったデータベース等を機関
リポジトリで受け入れてみるプロジェクト

• 今年度は、技術的課題の検討、レスキューマニュアル作成

2）研究者向けRDM教材作成

• 11/4（水）図書館総合展JPCOARフォーラムで報告予定

• その前後に教材を公開予定

3）RDM事例形成

• JPCOAR参加機関に対しRDMに関するアンケートを実施予定



JPCOARの広報誌・facebook・twitter
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広報誌「CoCOAR」 JPCOAR facebook & twitter

https://www.facebook.com/jpcoar/
https://twitter.com/jpcoar/

【最新号目次】
・COVID-19以降のJPCOARの活動
・参考にしたい！！ グッドプラクティス
（連載）Vol. ２、３
・イベントレポート : 学術情報基盤オー
プンフォーラム2020 （特集）

https://www.facebook.com/jpcoar/
https://twitter.com/jpcoar/
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ご清聴ありがとうございました。
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